
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

P41

器 楽合奏 ・ 発 表 ま で 一 グ ル
ープ活 動 を通 して

一

O 安藤 昌子 　飯 田 和 也　 （名古屋柳 城短期大学）

1 ，目的 （は じめ に）

　器楽合奏は、表現発表会や各種行事の 中で多くの 機会

に 取 り入 れ られ て い る。子 ども達が合奏をする時、選曲

や編曲 （音作り）の 方法、楽器の 扱い 方、発表の とき舞

台での 配置をど うす る か な ど、保育者 と して 捉 えて お き
’

たい こ とが らは少な くない 。

　保育科 2年生で は器楽合奏を発表するこ とを想定 して 、

グル
ープで 選 曲か ら音作 り、発表へとっ なぐ活動を行っ

た 。
こ の 授業の 目的は、子 ど も達が発 表会で合奏をする

時に保育者として 捉 えてお き たい こ とは何か を理解する

こ とで あ る。 計 4 回の 授業 と各グル
ープの 発表状 況、ま

た、配布用紙の 記述か ら学生が理解したもの を読み取る

こ とで、
’
器楽合奏とグルーe プ活動の意味に つ い て考察す

る。

2 ．方法

対象 ：保育科 2年生

期間 ：2003 年 6〜7 月、計 4 回の 授業

　第 1回 授業は、この 活動につ い て以下の 説明を行なっ

た。

01 ク ラス 約 50 名 を 3グル
ープ に分割、リーダ

ーを各

3 名選出す る 。 （欠席時 の 対 応 な ど 3 名が適当 と判 断 し

た）活動の 進行状況やまとめ の た めの 用紙を終了 5 分前

に各自に配布す る。 （毎回、記入後に 回収）

○ 使用楽器につ い て⇒ 使用楽器は、鍵盤ハ モ ニ カ ・ア コ

ーデ ィオ ン ・木琴 ・鉄琴
・タ ン ブ リン ・鈴 ・カ ス タネッ

ト・トライ ア ン グル ・ウッ ドブロ ック ・小太鼓 ・大太鼓
・

シ ンバ ル で、他 の 楽器 の 使用は、自由で ある。

○楽曲の 選択 と演奏につ い て　⇒ 2 曲 （課題 曲 「手をた

た きま しょ う」 と自由曲）で 、 双方、必ず前奏を付ける ・

2 番まで 演奏する ・演奏の み （歌唱 なし）・指揮者を配置

す る

○発 表に つ い て　→ 教壇の 段差を利用 す る こ と ・観客が

存在す るこ とを想定 して発 表す るこ と ・ビデオ撮影 をす

る ・グノL
・一一プで工 夫 した こ とを合奏 の 前に 指 揮 者 が発表

す る。

○ 活動の 流れ　⇒ 第 2回、第 3回⇒ 自由曲の 選択、音作

りの 段取 りと明確な役割分担。第4回⇒ 発表

○編曲作業につ い て → 発表 した 2 曲の うち 1曲を各自選

択、編曲 して、期 日まで に提 出 す る。

3 ．結果お よび 考察

　学生は、楽 器法 や楽曲分析 と合奏 まで の 音や リズム 作

りの 習得と編曲作業の 経験が あ り、一
通 りの 知識 を備 え

て い る こ とをこ の 活動の 前提 とする こ とを付け加 えて お

く。

　活動を進め る に 当たっ て、3 人の リ
ーダーが 中心 とな

り、一
人
一

人の 意見 を纏める方法と役割分担を 明確にす

る指導を した。

　グ／V−一一プ 活動の 授業は、他者 理解
・集 団 と して の まと

ま りを促進するなどの利点が あり、意見を 出 し合 うこ と

で 「お互 い の 考えを肯定 しあ うよ うなか か わ り合 い の 機

会 を持 っ た りするこ とに よ り、好ま しい 人間関係」 を作

り出 し、クラス の まとまりや自己形成を図 る もの で ある。

（注 1）

○演奏につ い て

自由曲の選曲は、各グル
ープで 以下 の ように決定した。

クラス グル
ープ A グル

ー
プ B グ1レ ープ C

A 小 さな世界 すい か の 名産 地 世界中の子 ども達

　 　 　 が

B ア ン パ ン マ ンマーチ ハイ ホー とな りの トトロ

C さんぽ ・ト トロ アンパ ン マ ン マ
ー

　 　 　 チ

星に願い を

D ア ブ ラハ ム の子 世界中の子 ども達

　 　 　が

とんで っ たバ ナナ

　学生が興味 を持ち、なお且つ 楽 しく演奏できる選曲で

あ っ た。A ク ラス
・グノレ

ー
プ C で は、2曲をっ なぐ工 夫

がみ られ た。また、選 曲変更などの 試行錯誤 の グル
ー
プ

もみ られ た 。 編曲 （合奏の 音作り）は、基本的に 自由で

ある。使用楽器につ い て ピア ノの 使用可能か、指示 され

た楽器 の 使用や持ち込み 楽器はい い か、前奏をつ けるの

か、指揮者は 必ず必要かの 質問も、あ らか じめ提示 して

あっ た がみ られた。

0 発表につ い て

　各ク ラス は じめ の グル ープA の 発表後には、主に 2点

の 指導を した。

　第 1には、指揮者と演奏者が
一
体となっ てい るか ？

　指揮者 を捉えた演奏は、指揮者の 速さに演奏者が合わ

せ る こ とで 音は
一

致す るこ とで あり、音の ずれ は な くな

る。

　第 2 には、観客を意識 した配置 にな っ て い るか ？

捉えて お きたい こ とは、楽器 の 配置で あ る。す なわ ち
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舞台 （教室正 面）で の 子 ど も達の 位置 （学生の 配置）を

ど うする かで ある。

　 こ の 2点は、表現発表会 を行 な うときに捉 えてお きた

い 環境 として重要で ある。想定 した観客は、子 ども達の

家族や友達 （実際は学生である が）である。出演者で あ

る子 ども達の 写真を撮 っ た り、ビデオ撮影 した りする家

族が、子 ども達を観る こ とがで きる配 置を して い るか、

を先ず心が けたい。こ の 活動 の は じめに発表時 に
“
教壇

の段差を利用
”

す る こ とを説明 したが、こ の 段差を利用

して演奏者
一

人
一

人 を観客席か ら観 るこ とがで きる配置

を捉 えて ほ しい とい う意図があっ た 。

　 は じめの グル
ープA の 発表後 に以 上の 説明 を行な うと、

グループ B
、
C の 発 表で は 配置 を捉えた発表が 実践 され

たの で、意図 してい た もの は、伝わっ た と理解した 。

　 また、全発表終了後は、学生 の 反省や意見を纏 め る 目

的で、各グル
ープ ・リーダー

の 意見 を募 り、学生が 配布

用紙 に記述す る材料と した。

○配 布用 紙 の 記 述か ら学生の 反省 ・意見 を以 下 に ま とめ

る。

♪ ：演奏につ い て

・指揮よ りテ ン ポがはや くなっ て い た

・本番は緊張するの で 速くな りが ち→ 指揮者が 上手 くひ

つ ばる

・指 揮者 を見 て音を合わ せ たほ うが見 た感 じも い い

・
指揮者が い なか っ たの で ま とま らなか っ た （指揮者な

しの D ク ラス ・グル
ープ C）　

圏

・鈴の 使い 方 ・両手 に持っ て 交差 して使 う工 夫

・木琴、鉄 琴で グリ ソ サン ドが効果的、ス テ キ

・鉄琴の ジャ ラー
ン が よか っ た

・堂 々 と大きく打楽器 をた たい て い たの で ま とま っ た 感

じ

・強弱をつ ける

・「あっ はっ はっ 」 を強調するとよい

・シ ンバ ル が欠席なの で 音が少 し寂 しか っ た

・1曲 目と2 曲目の 楽器を変えて いた

・2台の ア コ ーディオ ン がハ モ ソてい た

・小太鼓の 音は 迫力が あ っ た

・すべ て の 音が 主役の 感 じが した

♪ ：配置にっ い て

・
見え ない 演奏者がい た

・み ん なの 顔 が見 え る よ うにす る

・立 ち位置が よか っ た

・見 て もらうこ とを考えて 動きを付けて い た

・先生の ア ドバ イス で配置が とて もよ くなっ た

♪ ： そ の 他の 意見

　・楽 しくで きた

　・時間が もう少 し欲 し か っ た

　・み ん なの 顔 が 真剣で頑張 っ て い るな と思 っ た

　
・
もっ と笑顔でや っ た ほ うが い い

・オー
バ
ー

なくらい 身振り手振 りすれ ばよ かっ た

　
・
動きが あ っ た の で 参考に した い

・い ろん な工 夫 が見 えて きた の で も う
一

回や りた い

　
・
もっ と 自主的 に練習すれ ば よか っ た

・一人
一

人の 気持ちが音に なっ て 表れて い た

4 ．おわりに

　 配布用紙 の 記述か ら、保育者 と して 発 表会をす る とき

に捉 えて お きた い こ とを、一
人
一

人の 学生 が グル
ープ活

動の 体験を通 して 理解 した こ とが 見えtCe前述、理解と

併せ て、グル
ープ活動で は学生同 士 の コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ

ン が 活発 に行 なわれ てい る こ とも毎回の 授業 と用紙の 記

述か ら確認 した 。 与 え られ た音で合奏するの で は な く、

自分た ちで 工 夫 して 創り出す （能動的な）音作 りは、よ

り大き な達成感 とと もに音楽に対 する興味を増す もの で

あ る 。

　以下に今回の グル
ー

プ活動を纏め る。

・楽器法や器楽合奏の再認識

・
合奏で きた 達成感を味わ う

・
発表す る こ とで 配置 ・環境を捉える

・他の 発 表を観る → い ろい ろな音作 りを聴 く体験

・人 間関係を深 め る

・
自己啓発 （自分の 意見を言う）

・他者理解 （人の意見を聴 く）

・学生同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 活動

・グル
ー
プの ま とま りを促 進

　活動 の 回数 につ い て、昨年度は 実質 3 回の 授業を設定

した が
、 打ち合 わせ だ けで 練習時間をとる こ とが できな

い とい う記述が多数見 られ た の と、実際に授業回数が活

動内容に比べ て 少なか っ たとい う反省か ら、今年度は実

質4回 に変更 した。回収用紙に設定時間の 不足 の 記述が

少ない こ とか ら、グノレープ 活動では、4 回 が適当で ある

こ とを理解 した
。

　今回 の活 動は、
一

人
一

人 の 学生 の 音楽体験をよ り豊か

にする器楽合奏の 授業の あ り方の 1 つ の 方法として 大き

な成果が得 られ た。今後も、本授業を通 し て
｝ 学生の 持

っ 音楽的感性や創造性の 育成を図 る音楽体験につ い て探

っ て い きた い。　　　　　　　　　　　　
引

注 1構成的グノレープエ ン カ ウン ター・ミニ エ ク ササイズ
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